
 ⑧ 地域のつながり 

   ～多様化・複雑化する地域課題にこたえる地域づくり～ 

 

・ 平成25年度区民意識意向調査では、「近隣とのかかわりを持てていない」と答えた方
のうち、56.9％が「近隣とのかかわりが必要だが、わずらわしいため、あまり深く関わ
りたくない」と回答しています。また、「地域福祉を推進するための取組」の第１位が「災

害時要援護者への支援体制の強化」（約 40％）となっています。 
・ 災害時に自力での避難が困難な高齢者・障害者に対し、災害時要援護者名簿への勧奨

を行ってきました。平成 26年 10月時点で名簿登録者数は 25,833名となっています。 
その名簿を避難拠点（区立小中学校 99校）に配備し、災害時には、民生・児童委員や区
民防災組織等の協力により要援護者への安否確認を行う仕組みを構築しました。 

・ 避難拠点における集団生活等が困難な方のための避難所として区内37か所の高齢者・
障害者福祉施設等を福祉避難所に指定し、形態食・発電機等の備蓄物品を配備しました。 

高齢者や障害者など、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、平常時

から地域でゆるやかに見守る輪を広げ、見守り活動のすそ野を広げる必要があります。また、

災害時に要援護者に対する安否確認等、助け合える支援体制を強化する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近隣の方とのかかわり 

［出典］練馬区「平成25年度区民意識意向調査報告書」 

地域での住民同士のつながりについての考え 
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地域福祉を推進するための取組 

［出典］練馬区「平成25年度区民意識意向調査報告書」 

災害時要援護者名簿登録者 内訳 

※ 災害時要援護者名簿登録票に記載された「支援が必要な理由」の集計。 
※ 一人が複数の事由に該当する事もあるため、この表の合計は名簿登録者数（25,833名）とは一致しない。 

［出典］練馬区災害時要援護者名簿（平成26年10月時点） 

福祉避難所指定施設一覧 

［出典］練馬区福祉部資料 

（平成26年11月現在） 
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